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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第91期
第２四半期
連結累計期間

第92期
第２四半期
連結累計期間

第91期

会計期間
自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日

自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日

自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日

売上高 (千円) 8,608,054 8,881,288 17,295,461

経常利益 (千円) 1,714,432 1,842,785 3,089,074

親会社株主に帰属する四半期
(当期)純利益

(千円) 1,063,029 1,276,505 1,769,209

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 1,029,949 861,357 3,230,715

純資産額 (千円) 19,516,232 22,189,567 21,521,676

総資産額 (千円) 55,961,183 63,187,271 61,454,288

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 13.73 16.51 22.87

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ─ ─ ─

自己資本比率 (％) 34.9 35.1 35.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 2,007,749 1,890,233 4,222,319

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △4,011,019 △4,243,797 △8,244,694

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,705,014 928,083 5,049,973

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 2,409,331 2,309,702 3,735,183
 

 

回次
第91期
第２四半期
連結会計期間

第92期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成26年７月１日
至 平成26年９月30日

自 平成27年７月１日
至 平成27年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 6.44 7.20
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４.「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

契約会社名 相手方の名称 契約内容 契約施設 契約期間

株式会社
よみうりランド(当社)

千葉県 賃貸借契約
船橋
オートレース場 平成27年４月１日から

平成28年３月31日まで株式会社
よみうりランド(当社)

船橋市 　　〃 　　　〃
 

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、緩やかな回復基調にありましたが、一部に鈍い動きもみられ

ました。先行きにつきましては、各種政策の効果もあって、緩やかに回復していくことが期待されるものの、海外

景気の下振れが我が国の景気を下押しするリスクとなっております。なお、当社グループの関連する業界に影響を

及ぼす個人消費は、総じてみれば底堅い動きではありましたが、消費者マインドは持ち直しに足踏みがみられま

す。

このような状況の下、当社は所有地の効率的な活用による事業の拡大とともに、独自の企画による他施設との差

別化と、営業拠点間の連携による相乗効果を図ってまいりました。

公営競技部門の川崎競馬は、前年同四半期比１日減となる31日開催されました。６月には重賞「関東オークス」

が開催され盛り上がりをみせました。また、ＪＲＡの場外発売「ウインズ川崎」は、前年同四半期比１日増となる

53日実施されました。ナイター競馬開催時の馬場内芝生広場における「バーベキュー広場」の実施や、ウインズ川

崎開催日に合わせ「神奈川キャンピングカーフェア」などのイベントを開催したことも奏功し、本場、ウインズ川

崎ともに前年を上回る入場者で賑わいをみせました。なお、来年春のオープンを予定しております商業施設「マー

ケットスクエア川崎イースト」の建設工事は順調に進んでおります。

船橋競馬は、前年同四半期比６日減となる24日開催されました。６月からはナイター競馬「ハートビートナイ

ター」がスタートし、新たな客層の開拓に寄与しております。また、５月にはビッグレース「かしわ記念」が開催

され、同日に主催した恒例の「おうまフェス２０１５～親子であそぼ。～」では、多くのイベントを開催し好評を

博しました。なお、ＪＲＡの場外発売「Ｊ－ＰＬＡＣＥ船橋」は前年同四半期同様26日実施されました。

船橋オートレースは、前年同四半期比８日減となる32日開催されました。５月に恒例のＧⅠ「黒潮杯」が開催さ

れ盛り上がりをみせました。なお、施行者である千葉県及び船橋市より、本年度末をもって船橋オートレース事業

を廃止するとの発表がなされております。

競輪場外車券売場「サテライト船橋」は、前年同四半期同様181日実施されました。

なお、通期の開催日数につきましては、川崎競馬、船橋競馬、船橋オートレースとも前年と同数となる予定で

す。

ゴルフ部門の東京よみうりカントリークラブは、昨年10月に使用を開始した耐暑性に優れた新ベントグリーンで

の営業日数が増加したことや、数年来強化している外部営業の効果もあり、入場者は増加いたしました。９月にク

ラブハウスレストランにて開催した恒例のイベント「丘の上ＪＡＺＺ２０１５」は、予想を上回るお客様で賑わい

ました。

よみうりゴルフ倶楽部は、多様な自主コンペを開催したことや、特別料金営業日の設定などにより、入場者は増

加いたしました。施設面では本年４月にリニューアルした女性浴室やパウダールームなどが女性プレーヤーから好

評を博しております。また、クラブハウスのレストランにて、遊園地のイベント「ほたるの宵」と連携した恒例の

ディナーイベントを開催し好評をいただきました。

本年開場30周年を迎える静岡よみうりカントリークラブは、30周年を記念したオープンコンペやレディースゴル

フフェスタなどの企画を継続して開催し、プレーヤーから好評をいただいております。しかし、近隣ゴルフ場の割

引施策の影響や、７月及び９月の台風によるキャンセルなどにより入場者は減少いたしました。
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千葉よみうりカントリークラブは、スクラッチカードイベント「スマイルウィーク」や、「初めて割」、「女子

割」などの料金施策などが好評を博しました。しかし、４月及び７月の荒天などにより入場者は減少いたしまし

た。

遊園地部門の遊園地では、春のお花見遊園地「ＤｒｅａｍＳａｋｕｒａ ２０１５～僕らのハル！！」にはじま

り、ゴールデンウィークの「全国ご当地大グルメ祭２０１５」、初夏のほたる観賞イベント「ほたるの宵」、夏に

は音楽グループＧＲｅｅｅｅＮプロデュースによる「よみＵＲｅｅｅｅＮランド」、そして秋はタツノコプロ完全

プロデュースによる陽気な７体のモンスターがお客様をお迎えする「ＹｏｍｉｕｒｉｌａｎｄＨａｌｌｏｗｅｅ

ｎ」など、季節ごとに多彩なイベントを開催してまいりました。また、全天候型多目的ホール日テレらんらんホー

ルにおいても、松竹芸能がプロデュースした、お笑い芸人によるアシカショー「アシカ笑（しょう）」や、「ボリ

ショイ・ステージサーカス２０１５」などを開催し好評を博しました。また、丘の湯やよみうりゴルフ倶楽部など

の周辺施設が、「ほたるの宵」と連携し関連イベントを開催することで、それぞれの顧客が相互に来場し合うなど

の相乗効果を生みました。これらの結果、入園者は増加いたしました。なお、来年３月には、モノづくりが体感で

きる日本最大規模の新エリア「グッジョバ!!」をオープンいたします。約100億円を投じ、日本初となるスパイラル

リフト型ジェットコースターや映像ゲーム機能付きボートライド、自分でデザインした車が運転できるレースゲー

ムをはじめ、アトラクション15機種が一斉にオープンする予定となっております。

夏のプールＷＡＩは、清涼飲料水「キリンメッツ」とコラボレートしたびしょ濡れウォータゲーム「メッツスプ

ラッシュ」や、１０トンを超える水量を誇る放水ショーとオリジナルダンスのコラボレーションショー「ダンスプ

ラッシュ」、例年人気のおもちゃのアヒルレースなど、エンターテイメントプールとして多数のイベントを開催

し、好評を博しました。また、プール更衣室をリニューアルし、お客様により快適な環境をご提供いたしました。

これらの結果、８月下旬からの低気温などの影響があったものの、入場者は増加いたしました。

温浴施設「丘の湯」は、様々なイベントを開催し好評を得ましたが、４月の荒天や７月から８月の猛暑の影響も

あり入場者は減少いたしました。なお、丘の湯プラザの中華レストラン「天安」では、「ほたるの宵」と連携した

恒例の「ほたるの宵特別ディナープラン」や、季節ごとの特別メニューが好評を博しました。

温浴施設「季乃彩（ときのいろどり）」は、朝風呂や、替り湯など多数のイベントを開催するなどした結果、入

場者は増加いたしました。

ゴルフガーデン（練習場）は、ゴールデンウィークなどに開催したイベントが好評を博したものの９月の台風の

影響などにより、入場者は減少いたしました。

親子向け屋内遊戯施設「キドキドよみうりランド店」は、日替りのイベントをより充実させるなど、リピーター

獲得に努めました。また、遊園地内でキドキド体験会の開催や「ほたるの宵」とセットになったチケットを販売す

るなど、遊園地との連携を強化いたしました。これらの結果、入場者は増加いたしました。

昨年11月に商業施設「グランツリー武蔵小杉」内に出店した「あそびのせかいグランツリー武蔵小杉店」は、予

想を上回る入場者で好調に推移いたしております。

以上の結果、総合レジャー事業の売上高は77億５千７百万円（前年同四半期比2.1％増）となりました。

また、不動産事業の売上高は、販売用宅地の分譲が増加したことなどにより、８億１千９百万円（同16.2％

増）、サポートサービス事業の売上高は、前年同四半期は連結内部からの大型工事があったため、12億２千２百万

円（同22.8％減）となりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、88億８千１百万円（前年同四半期比3.2％増）、営業利益は13

億６千４百万円（同8.3％増）、経常利益は18億４千２百万円（同7.5％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益

は12億７千６百万円（同20.1％増）となりました。

　

(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、税金等調整前四半期純利益が18億９千万円に加え、

減価償却費が10億２千５百万円、短期借入金の借入が11億４千万円であったものの、その他の流動資産の増加額が

４億３千１百万円、法人税等の支払額が２億９千６百万円、固定資産の取得による支出が43億８千５百万円であっ

たこと等により、前連結会計年度末から14億２千５百万円減少し、当第２四半期連結累計期間末には23億９百万円

となりました。
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(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、前第２四半期連結累計期間に比べ１

億１千７百万円の収入減となる、18億９千万円の収入となりました。これは、その他の流動資産の増減額が２億１

千９百万円の増加であった前第２四半期連結累計期間に対し当第２四半期連結累計期間は４億３千１百万円の増加

であったことや、長期預り金の増減額が１億３千３百万円の増加であった前第２四半期連結累計期間に対し当第２

四半期連結累計期間は１億９百万円の減少であったこと、その他の流動負債の増減額が２億９千４百万円の増加で

あった前第２四半期連結累計期間に対し当第２四半期連結累計期間は２億６千４百万円の減少であったこと等によ

るものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、前第２四半期連結累計期間に比べ２

億３千２百万円の支出増となる、42億４千３百万円の支出となりました。これは、固定資産の売却による収入がな

かった前第２四半期連結累計期間に対し当第２四半期連結累計期間は１億１百万円の収入であったことや、その他

の投資の増減額が８千３百万円の増加であった前第２四半期連結累計期間に対し当第２四半期連結累計期間は３千

９百万円の減少であったものの、固定資産の取得による支出が39億４千７百万円であった前第２四半期連結累計期

間に対し当第２四半期連結累計期間は43億８千５百万円であったこと等によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、前第２四半期連結累計期間に比べ７

億７千６百万円の収入減となる、９億２千８百万円の収入となりました。これは、長期借入金の返済による支出が

３億９千３百万円であった前第２四半期連結累計期間に対し当第２四半期連結累計期間は支出がなかったものの、

短期借入金の増減額が25億円の増加であった前第２四半期連結累計期間に対し当第２四半期連結累計期間は11億４

千万円の増加であったこと等によるものであります。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

　

なお、当社は、以下のとおり会社の支配に関する基本方針を定めております。

Ⅰ　基本方針の内容

当社は、当社の企業価値が、当社及びその子会社が永年に亘って培ってきたノウハウ及びブランドイメージに

裏打ちされた経営資源にその淵源を有することに鑑み、特定の者またはグループによる当社の総議決権の15％に

相当する株式の取得により、このような当社の企業価値または株主の皆様共同の利益が毀損されるおそれが存す

る場合には、かかる特定の者またはグループは当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者として不適切であ

るものとして、法令及び定款によって許容される限度において、当社の企業価値または株主の皆様共同の利益の

確保・向上のための相当な措置を講じることを、その基本方針といたします。

　

Ⅱ　基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配されることを防止するための

取組み

当社は、基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配されることを防止す

るための取組みの一つとして、平成19年２月22日開催の取締役会において、当社株式の大規模買付行為に関する

対応方針（以下「平成19年プラン」といいます）を導入いたしました。

その後、当社は、平成22年５月12日開催の当社取締役会において、平成19年プランに所要の変更を行った上

で、当社株式の大規模買付行為に関する対応方針（買収防衛策）を継続することを決定し（以下、かかる変更後

のプランを「平成22年プラン」といいます）、平成22年６月23日開催の当社第86回定時株主総会において、平成

22年プランによる買収防衛策の継続について株主の皆様のご承認をいただいております。

平成22年プランの有効期間は、平成25年６月30日までとなっておりましたが、当社は、平成22年プラン導入以

後の法令の改正、買収防衛策に関する議論の動向等を踏まえ、平成25年５月10日開催の取締役会において、平成

22年プランに所要の変更を行った上で、買収防衛策を継続することを決定し（以下、かかる変更後のプランを

「本プラン」といいます）、平成25年６月20日開催の当社第89回定時株主総会において、本プランについて株主

の皆様のご承認をいただきました。
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本プランの概要は、以下に記載のとおりですが、これは本プランに対する理解を容易にすることを目的にあく

まで参考として作成したものです。本プランの詳細につきましては、当社ホームぺージに掲載の平成25年５月10

日付「当社株式の大規模買付行為に関する対応方針（買収防衛策）の一部変更及び継続に関するお知らせ」の本

文をご覧下さい。

（参考URL: http://www.yomiuriland.co.jp/ir/news.html）

　

① 本プラン導入の目的

本プランは、大規模買付者に対して事前に大規模買付行為に関する必要な情報の提供及び考慮・交渉のための

期間の確保を求めることによって、当該大規模買付行為に応じるべきか否かを株主の皆様が適切に判断されるこ

と、取締役会が独立委員会の勧告を受けて当該大規模買付行為に対する賛否の意見または代替案を株主の皆様に

対して提示すること、あるいは、取締役会が株主の皆様のために大規模買付者と交渉を行うこと等を可能とし、

もって当社の企業価値ないし株主の皆様共同の利益の確保・向上を目的として、導入されたものです。

　

② 本プランに基づく対抗措置の発動に係る手続

(a) 対象となる大規模買付行為

次のアからウまでのいずれかに該当する行為またはその可能性のある行為がなされ、またはなされようとす

る場合に、本プランに基づく対抗措置が発動される場合があります。

ア 当社が発行者である株券等に関する当社の特定の株主の株券等保有割合が15％以上となる当該株券等の買付

けその他の取得

イ 当社が発行者である株券等に関する当社の特定の株主の株券等所有割合とその特別関係者の株券等所有割合

との合計が15％以上となる当該株券等の買付けその他の取得

ウ 当社の特定の株主が当社の他の株主との間で行う行為であり、且つ、当該行為の結果として当該他の株主が

当該特定の株主の共同保有者に該当することとなるような合意その他の行為、または当該特定の株主と当該

他の株主との間にその一方が他方を実質的に支配しもしくはそれらの者が共同ないし協調して行動する関係

を樹立する行為（ただし、当該特定の株主と当該他の株主の株券等保有割合が15％以上となる場合に限りま

す）

(b) 大規模買付者に対する情報提供の要求

大規模買付者には、大規模買付行為の開始に先立ち、意向表明書及び大規模買付情報を提供していただきま

す。

(c) 大規模買付者との交渉等

取締役会は、対価を現金（円貨）のみとする公開買付けによる当社の全ての株券等の買付けが行われる場合

には、60日間（初日不算入）、それ以外の場合には、90日間（初日不算入）の期間を、取締役会評価期間とし

て設定し、当社の企業価値及び株主の皆様共同の利益の確保・向上の観点から評価、検討、意見形成、代替案

立案及び大規模買付者との交渉を行うものとします。

(d) 独立委員会の勧告及び取締役会の決議

独立委員会は、大規模買付者が大規模買付ルールにつきその重要な点において違反した場合で、取締役会が

その是正を書面により当該大規模買付者に対して要求した後５営業日（初日不算入）以内に当該違反が是正さ

れない場合には、原則として、取締役会に対して、大規模買付行為に対する対抗措置の発動を勧告します。

他方、大規模買付者が大規模買付ルールを遵守した場合、独立委員会は、原則として、取締役会に対して、

大規模買付行為に対する対抗措置の不発動を勧告しますが、大規模買付ルールが遵守されている場合であって

も、当該大規模買付者がいわゆるグリーンメイラーである場合等一定の事情を有していると認められる者であ

る場合には、取締役会に対して、対抗措置の発動を勧告します。

取締役会は、独立委員会の勧告を最大限尊重した上で、対抗措置の発動、不発動または中止その他必要な決

議を行うものとします。

　

③ 本プランの特徴

(a) 基本方針の制定

本プランは、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する「基本方針」を制定した上

で、導入されたものです。
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(b) 独立委員会の設置

当社は、本プランの必要性及び相当性を確保するために独立委員会を設置し、取締役会が対抗措置を発動す

る場合には、その判断の公正を担保し、且つ、取締役会の恣意的な判断を排除するために、独立委員会の勧告

を最大限尊重するものとしています。

(c) 株主総会における本プランの承認

本プランの法的安定性を高めるため、本プランにつきましては、平成25年６月20日開催の第89回定時株主総

会において本プランの継続に関する承認議案の付議を通じて、株主の皆様のご意思を確認させていただいてお

ります。

(d) 適時開示

取締役会は、本プラン上必要な事項について、適用ある法令等及び金融商品取引所規則に従って、適時且つ

適切な開示を行います。

(e) 本プランの有効期間

本プランの有効期間は、平成28年６月30日までとします。ただし、かかる有効期間の満了前であっても、

ア）株主総会において本プランを廃止する旨の議案が承認された場合、またはイ）取締役会において本プラン

を廃止する旨の決議が行われた場合、本プランはその時点で廃止されるものとします。

　

④ 株主の皆様への影響

(a) 本プランの導入時に株主の皆様に与える影響

本プランの導入時には、新株予約権の発行自体は行われておりません。したがって、本プランは、本プラン

導入時に株主の皆様の権利及び経済的利益に直接具体的な影響を与えることはありません。

(b) 新株予約権の発行時に株主及び投資家の皆様へ与える影響

取締役会が対抗措置として新株予約権の無償割当ての決議をした場合、基準日における最終の株主名簿に記

録された株主の皆様は、新株予約権の無償割当ての効力発生日に、当然に新株予約権者となります。そして、

当社が新株予約権を取得する場合、株主の皆様は、行使価額相当の金銭を払い込むことなく、当社による新株

予約権の取得の対価として、当社普通株式の交付を受けることになります。ただし、例外事由該当者につきま

しては、その有する新株予約権が取得の対象とならない、またはその有する新株予約権の取得の対価として交

付される財産の種類が他の株主の皆様と異なることがあります。

　

Ⅲ　上記の取組みに対する取締役会の判断及びその判断に係る理由

前記Ⅱ①に記載のとおり、本プランは企業価値ないし株主共同の利益の確保・向上という目的をもって導入さ

れたものであり、基本方針に沿うものであると当社は考えます。特に本プランは、①当社第89回定時株主総会に

おいて本プランの継続に関する承認議案の付議を通じて、株主の皆様のご意思を確認させていただいており、且

つ、その存続が株主の皆様のご意思にかからしめられている点において株主の皆様のご意思を重視しているこ

と、②対抗措置の発動に際して取締役が独立した第三者的立場にある外部専門家の意見を取得できること、③独

立性の高い独立委員会の設置を伴うものであり、対抗措置の発動に際しては必ず独立委員会の勧告を経る仕組み

となっている上、独立委員会は更に独立した第三者的立場にある外部専門家の意見を取得できること、④対抗措

置の発動、不発動または中止に関する判断の際に拠るべき基準が設けられていること等から、本プランは当社の

企業価値ないし株主共同の利益を損なうものではなく、当社の取締役の地位の維持を目的とするものではないと

当社は考えております。

　

(4) 研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 294,196,000

計 294,196,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成27年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年11月13日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 83,522,024 83,522,024
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数は1,000株
であります。

計 83,522,024 83,522,024 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年７月１日～
平成27年９月30日

─ 83,522,024 ─ 6,053,030 ─ 4,730,211
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(6) 【大株主の状況】

  平成27年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社読売新聞グループ本社 東京都千代田区大手町１－７－１ 12,508 14.97

日本テレビ放送網株式会社 東京都港区東新橋１－６－１ 11,242 13.46

株式会社東京ドーム 東京都文京区後楽１－３－61 5,821 6.96

三井住友信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内１－４－１ 3,845 4.60

大成建設株式会社 東京都新宿区西新宿１－25－１ 2,852 3.41

株式会社読売巨人軍 東京都千代田区大手町１－７－１ 2,014 2.41

京王電鉄株式会社 東京都新宿区新宿３－１－24 1,700 2.03

株式会社横浜銀行 神奈川県横浜市西区みなとみらい３－１－１ 1,631 1.95

オリンピア興業株式会社 東京都文京区後楽１－３－61 1,278 1.53

鹿島建設株式会社 東京都港区元赤坂１－３－１ 1,000 1.19

計 ― 43,892 52.55
 

(注) １．上記のほか当社所有の自己株式6,223千株(7.45％)があります。

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成27年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ─ ―

議決権制限株式(自己株式等) ─ ─ ―

議決権制限株式(その他) ─ ─ ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式   6,223,000

─ ―

完全議決権株式(その他) 普通株式  76,905,000 76,905 ―

単元未満株式 普通株式     394,024 ─ 一単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 83,522,024 ─ ―

総株主の議決権 ─  ―
 

(注) １．「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が1,000株(議決権　

１個)含まれております。

２．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式596株が含まれております。
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② 【自己株式等】

  平成27年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社よみうりランド

東京都稲城市矢野口
4015番地１

6,223,000 ─ 6,223,000 7.45

計 ― 6,223,000 ─ 6,223,000 7.45
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

役職の異動

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

専務取締役
(遊園地事業本部担当)

専務取締役
(遊園地事業部担当)

谷　矢　哲　夫 平成27年７月１日

取締役
(健康関連事業部担当、遊園地事業本部
 副担当)

取締役
(健康関連事業部担当、遊園地事業部副
 担当)

小　林　道　高 平成27年７月１日
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成27年７月１日から平成

27年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,755,183 2,329,702

  受取手形及び売掛金 1,350,193 958,194

  たな卸資産 ※１  126,764 ※１  136,218

  繰延税金資産 129,403 141,622

  その他 551,270 1,031,336

  貸倒引当金 △806 －

  流動資産合計 5,912,009 4,597,074

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 19,526,270 19,447,075

   土地 15,568,647 15,572,701

   建設仮勘定 5,331,740 9,145,361

   その他（純額） 1,724,159 1,737,422

   有形固定資産合計 42,150,817 45,902,562

  無形固定資産   

   その他 95,462 94,592

   無形固定資産合計 95,462 94,592

  投資その他の資産   

   投資有価証券 12,658,034 12,046,098

   繰延税金資産 172,070 168,533

   その他 465,894 378,409

   投資その他の資産合計 13,295,999 12,593,042

  固定資産合計 55,542,279 58,590,197

 資産合計 61,454,288 63,187,271
 

 

EDINET提出書類

株式会社よみうりランド(E04602)

四半期報告書

12/22



 

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  営業未払金 603,905 342,611

  短期借入金 ※２  1,570,000 ※２  2,710,000

  未払法人税等 295,519 677,343

  賞与引当金 124,885 129,513

  その他 3,633,129 3,747,043

  流動負債合計 6,227,439 7,606,511

 固定負債   

  長期借入金 6,000,000 6,000,000

  繰延税金負債 2,629,533 2,393,310

  退職給付に係る負債 508,497 553,516

  長期預り金 24,170,146 24,060,976

  その他 396,994 383,389

  固定負債合計 33,705,171 33,391,192

 負債合計 39,932,611 40,997,704

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 6,053,030 6,053,030

  資本剰余金 4,730,552 4,730,631

  利益剰余金 8,176,857 9,260,115

  自己株式 △2,105,258 △2,105,556

  株主資本合計 16,855,182 17,938,220

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 4,667,120 4,252,848

  繰延ヘッジ損益 △625 △1,502

  その他の包括利益累計額合計 4,666,494 4,251,346

 純資産合計 21,521,676 22,189,567

負債純資産合計 61,454,288 63,187,271
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

売上高 8,608,054 8,881,288

売上原価 6,444,192 6,547,557

売上総利益 2,163,862 2,333,731

販売費及び一般管理費 ※１  903,427 ※１  969,271

営業利益 1,260,435 1,364,459

営業外収益   

 受取配当金 151,862 128,629

 建設発生土受入金 270,016 276,768

 その他 42,472 91,288

 営業外収益合計 464,351 496,685

営業外費用   

 支払利息 8,991 16,932

 その他 1,362 1,426

 営業外費用合計 10,354 18,359

経常利益 1,714,432 1,842,785

特別利益   

 固定資産売却益 － 100,966

 特別利益合計 － 100,966

特別損失   

 固定資産除却損 122,557 53,001

 特別損失合計 122,557 53,001

税金等調整前四半期純利益 1,591,874 1,890,750

法人税、住民税及び事業税 567,950 661,068

法人税等調整額 △39,105 △46,823

法人税等合計 528,845 614,245

四半期純利益 1,063,029 1,276,505

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,063,029 1,276,505
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

四半期純利益 1,063,029 1,276,505

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △33,079 △414,271

 繰延ヘッジ損益 － △876

 その他の包括利益合計 △33,079 △415,148

四半期包括利益 1,029,949 861,357

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 1,029,949 861,357

 非支配株主に係る四半期包括利益 － －
 

EDINET提出書類

株式会社よみうりランド(E04602)

四半期報告書

15/22



(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 1,591,874 1,890,750

 減価償却費 958,461 1,025,957

 固定資産売却損益（△は益） － △100,966

 固定資産除却損 9,614 4,710

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △169 △806

 賞与引当金の増減額（△は減少） 3,190 4,628

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △12,953 45,019

 受取利息及び受取配当金 △151,952 △128,688

 支払利息 8,991 16,932

 売上債権の増減額（△は増加） △134,890 391,998

 たな卸資産の増減額（△は増加） 21,105 △9,453

 その他の流動資産の増減額（△は増加） △219,165 △431,348

 仕入債務の増減額（△は減少） △409,252 △261,294

 長期預り金の増減額（△は減少） 133,401 △109,169

 その他の流動負債の増減額（△は減少） 294,587 △264,918

 その他 △331 1,844

 小計 2,092,513 2,075,195

 利息及び配当金の受取額 151,952 128,688

 利息の支払額 △10,144 △17,401

 法人税等の支払額 △226,571 △296,249

 営業活動によるキャッシュ・フロー 2,007,749 1,890,233

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の増減額（△は増加） 20,110 －

 固定資産の取得による支出 △3,947,844 △4,385,009

 固定資産の売却による収入 － 101,994

 その他 △83,284 39,217

 投資活動によるキャッシュ・フロー △4,011,019 △4,243,797

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の増減額（△は減少） 2,500,000 1,140,000

 長期借入金の返済による支出 △393,000 －

 リース債務の返済による支出 △20,948 △18,460

 自己株式の取得による支出 △184,816 △596

 自己株式の売却による収入 － 376

 配当金の支払額 △196,220 △193,236

 財務活動によるキャッシュ・フロー 1,705,014 928,083

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △298,254 △1,425,481

現金及び現金同等物の期首残高 2,707,586 3,735,183

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１  2,409,331 ※１  2,309,702
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

 該当事項はありません。

 

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

 該当事項はありません。

 

(会計方針の変更等)

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基準」

（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年

９月13日）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株

主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結

会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 該当事項はありません。

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※１ たな卸資産の内訳

 

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

商品 24,320千円 25,349千円

販売用不動産 84,593千円 67,016千円

未成工事支出金 1,268千円 25,709千円

貯蔵品 16,582千円 18,142千円
 

 

※２ 当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行２行と貸出コミットメント契約を締結しております。

この契約に基づく当第２四半期連結会計期間末における借入金未実行残高等は次のとおりであります。

 

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

貸出コミットメントの総額 1,500,000千円 1,500,000千円

借入実行残高 ─千円 300,000千円

差引額 1,500,000千円 1,200,000千円
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

役員報酬 172,665千円 195,180千円

人件費 382,628千円 388,518千円

賞与引当金繰入額 39,357千円 38,280千円

退職給付費用 10,370千円 32,926千円

業務委託費 66,476千円 68,558千円

減価償却費 43,619千円 46,753千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次の

とおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

現金及び預金 2,429,331千円 2,329,702千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △20,000千円 △20,000千円

現金及び現金同等物 2,409,331千円 2,309,702千円
 

 

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月19日
定時株主総会

普通株式 194,472 2.5 平成26年３月31日 平成26年６月20日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年11月12日
取締役会

普通株式 193,257 2.5 平成26年９月30日 平成26年12月２日 利益剰余金
 

 

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月18日
定時株主総会

普通株式 193,247 2.5 平成27年３月31日 平成27年６月19日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年11月11日
取締役会

普通株式 193,246 2.5 平成27年９月30日 平成27年12月２日 利益剰余金
 

 

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

総合レジャー
事業

不動産事業
サポート
サービス事業

計

売上高       

  外部顧客への売上高 7,591,792 703,687 312,575 8,608,054 ― 8,608,054

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

5,583 1,369 1,271,828 1,278,781 △1,278,781 ―

計 7,597,376 705,056 1,584,404 9,886,836 △1,278,781 8,608,054

セグメント利益 1,562,028 427,805 122,752 2,112,585 △852,150 1,260,435
 

(注) １．セグメント利益の調整額△852,150千円には、セグメント間取引消去△36,125千円及び各報告セグメントに

配分していない全社費用△816,025千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しな

い一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

総合レジャー
事業

不動産事業
サポート
サービス事業

計

売上高       

  外部顧客への売上高 7,754,972 817,304 309,012 8,881,288 ─ 8,881,288

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

2,867 1,800 913,763 918,430 △918,430 ─

計 7,757,839 819,104 1,222,775 9,799,719 △918,430 8,881,288

セグメント利益 1,631,799 522,961 93,346 2,248,106 △883,647 1,364,459
 

(注) １．セグメント利益の調整額△883,647千円には、セグメント間取引消去2,639千円及び各報告セグメントに配分

していない全社費用△886,286千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一

般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社よみうりランド(E04602)

四半期報告書

19/22



 

(金融商品関係)

記載すべき事項はありません。

 

(有価証券関係)

記載すべき事項はありません。

 

(デリバティブ取引関係)

重要性が乏しいため記載を省略しております。

 

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

 １株当たり四半期純利益金額 13円73銭 16円51銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 1,063,029 1,276,505

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ─

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
　　四半期純利益金額(千円)

1,063,029 1,276,505

   普通株式の期中平均株式数(株) 77,433,924 77,298,670
 

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

第92期（平成27年４月１日から平成28年３月31日まで）中間配当については、平成27年11月11日開催の取締役会に

おいて、平成27年９月30日の最終の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり行うことを決議いたしました。

中間配当金の総額                     　 　193,246,070円

１株当たりの中間配当金                          ２円50銭

支払請求権の効力発生日及び支払開始日    平成27年12月２日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年11月13日

株 式 会 社　よ み う り ラ ン ド

取　締　役　会　　御中

　

新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　中　村　和　臣　　　印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　須　山　誠一郎　　　印

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社よみう

りランドの平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成27年７月１日か

ら平成27年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年９月30日まで)に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社よみうりランド及び連結子会社の平成27年９月30日現在

の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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